











































































二 1)、山室　　理 1,2)、加藤　紀子 1,2)、江口　美智 1,3)、


































代 1,2)、福田加奈美 1,3)、広瀬　和孝 1,2,3)、井山　輝彦 1,2)、
　北見　鉄雄 1,2,3)、大坪　真弓 1,3)、井原佐知子 1,3)、松本　隆拡 1)、
生井　一之 3)、中村　純一 2)
【目的】癌等で化学療法施行中の食欲不振患者にはハーフ食や代替
食品での対応等、個人対応を行っていたが、既存の食種、食材では
対応に限界があり、新たな食種の導入が必要であった。そこで、ア
ンケート調査を実施し、化学療法食の提供を開始したので報告する。
【方法】2012年10月から1ヶ月間、当院で化学療法を施行した入院患
者に対し自己記入式アンケートを行った。アンケート結果を基に化
学療法食の献立を作成し、2013年5月20日より提供を開始した。
【結果】54名からアンケートを回収、化学療法施行後「食事量が減っ
た」64％、「変わらない」30％、「増えた」4％だった。味の好みは「甘味」
「塩味」「酸味」「苦味」とも70％程度が「変わらない」と回答したが、
食べ物のにおいの感じ方については、「敏感になった」39％、「変わ
らない」44％、「感じにくくなった」15％であった。そのため、味
だけではなく、見た目や量、においが負担にならない献立にした。
また、食べたい物は患者によりさまざまであったため、「おにぎり」
「パン」「めん」「デザート」と種類を選べるようにし、少しでも患
者嗜好に寄り添えるよう工夫した。さらに、新規食器を導入し、化
学療法施行中の患者が見た目で少しでも癒されるような盛り付けに
した。
【考察及結論】アンケートの結果、がん化学療法施行中の患者の嗜
好は十人十色であり、またその時々により嗜好も変化することが分
かった。当院の化学療法食は導入してまだ間もないため、今後も患
者やスタッフの意見を取り入れながらメニューの検討を行っていき
たい。
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